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１．事業の概要

茨城県神栖市では、有機ヒ素化合物であるジフェニルアルシン酸を高濃度に含

む巨大なコンクリート様の塊が発見されており、このコンクリート様の塊や周辺

の高濃度汚染土壌を掘削・除去し、その処理を平成２０年３月までに完了したと

ころである。

しかしながら、汚染源周辺地域では、現在も地下水から10mg/L（ヒ素換算値：

環境基準の1,000倍）以上の有機ヒ素化合物が依然として検出されるなど、高濃度

の有機ヒ素化合物による汚染が確認されている。

このような状況を踏まえ、汚染源周辺地域を対象として、汚染地下水の処理に

よる高濃度汚染対策を実施するものである。

２．事業計画

高濃度汚染対策は、平成１５年１２月の閣議決定に基づく対策の一環として、

地域及び期間を限定して集中的に実施するものであり、平成２０年度において、

揚水による効果的な対策手法についての検証を終え、平成２１年度より、汚染地

下水を継続的に揚水し、その処理を実施している。

平成２０年度～２３年度 Ａ井戸近傍において高濃度汚染対策を実施

３．施策の効果

シミュレーションによれば、高濃度汚染対策を実施することにより、Ａ井戸近

傍の地下水中に残存している有機ヒ素化合物の約90％を除去することが可能とさ

れている。

また、汚染地下水は、主として深層部の地下水の流れに沿って移動しているこ

とが確認されているが、高濃度汚染対策を実施することにより、これらの移動・

拡散する有機ヒ素化合物の量を大幅に減らすことができ、健康被害の未然防止に

資する。



  

 

 

 

 

 

 

 B地区及び ABトラック 
南西地域その周辺を含む 

 
（Ａ地区高濃度汚染地下水の影響あり） 
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（適切な環境管理） 

Ａ地区 

※ 現 時 点 で も

10mg/L:環境基準
1000 倍を超える
汚染を確認 
 

高濃度汚染対策の実施

により、Ａ地区の高濃度

汚染と当該汚染による

影響を緩和する 

有機ヒ素化合物の汚染源周辺地域における高濃度汚染対策 
 

○ Ａ井戸周辺地域で確認されている高濃度の有機ヒ素汚染地下水について揚水・処理を行い、新たな被

害の未然防止を図る。  

      

 
   高濃度汚染対策の実施 

※シミュレーション結果 
対策なしでは、Ａ地区の環

境基準の達成までに約 60
年必要。 

○高濃度汚染対策 
・Ａ地区高濃度井戸周辺において、地下水の集中的な揚水・

処理を実施 
（これにより残存する有機ヒ素の約９０％を除去） 

高濃度汚染対策のほか、関係者

が連携して、下記対策を実施し、

新たな被害の未然防止を図る。 
・ 井戸水の飲用・使用自粛 
・ 上水道への転換 
・ 地下水モニタリングの継続 


